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また目標物名称等は見易さを優先し正式名称などを一部割愛して表現しております。何卒ご了承いただきますようよろしくお願い申し上げます。

　日本では、毎年のように様々な大規模災害が起こっています。

　気候変動の影響を受け、被害の甚大化が進む台風や豪雨による災害や、近くおこ

るとされている南海トラフ地震への備えなど、行政はもとより、地域全体の防災力を

高めていくことが喫緊の課題となっています。

　自然災害の被害を完全になくすことはできません。しかし、備えることで、危険を

遠ざけることはできます。

　防災の基本は、個人が日頃の備えや命を守る行動をおこなう「自助」、災害に対して地域で協力して助

けあう「共助」、行政や消防警察などが行う備蓄や災害救助による「公助」であります。

　なかでも、自助・共助が、大規模な災害が起きた際、自分や大切な人の命を守るために最も重要になっ

てきます。

　自分の住む家や家族の住む場所にどのような危険があるのか。実際に避難するにはどのように行動する

のか。地域の中ではどのような箇所に危険があるのか。今回更新しましたこの防災マップでは、様々な防

災についての情報を、地図やイラストを用いてわかりやすくまとめています。

　この冊子を家庭での話し合いはもちろんのこと、地域や振興会での防災活動などに活用していただくこ

とで、少しでも災害による被害が減少すること、災害に強い地域づくりの一助となることを、切に願います。

肝付町長　永野 和行

町民の皆様へ



1（ページ内の図表は内閣府・気象庁ホームページより抜粋、編集）

避難情報等住民がとるべき行動状況

災害発生
又は切迫

避難情報等
（警戒レベル）

河川水位や雨の情報
（警戒レベル相当情報）

緊急安全確保 氾濫発生情報 大雨特別警報
（土砂災害）

災害の
おそれ高い

危険な場所から全員避難
• 警戒レベル４避難指示は、立退き避難に必要な
時間や日没時間等を考慮して発表される情報で、
このタイミングで危険な場所から避難する必要があ
ります。

危険な場所から高齢者等は避難
•「高齢者等」は障害のある人や避難を支援する者も
含んでいます。
•さらに、高齢者等以外の人も必要に応じ、普段の
行動を見合わせ始めたり、避難の準備をしたり、
自主的に避難するタイミングです。

命の危険　直ちに安全確保！
• 警戒レベル５は、すでに安全な避難ができず命が危険な
状況です。
•警戒レベル５緊急安全確保の発令を待ってはいけません !
•ただし、警戒レベル５は、市区町村が災害の発生・切迫を
把握できた場合に、可能な範囲で発表される情報であり、
必ず発表される情報ではありません。

避難指示 氾濫危険情報 土砂災害
警戒情報

災害の
おそれあり 高齢者等避難 氾濫警戒情報

洪水警報 大雨警報

気象状況悪化 自らの避難行動を確認 大雨・洪水
注意報 氾濫注意情報 ――――

―――― ――――今後気象状況
悪化のおそれ 災害への心構えを高める 早期注意情報

警戒
レベル 浸水の情報（河川）

防災気象情報（警戒レベル相当情報）
土砂災害の情報（雨）

5

4

3

22
1

5
相当

4
相当

3
相当

2
相当
2
相当

1
相当

※　市区町村長は、河川や雨の情報（警戒レベル相当情報）のほか、地域の土地利用や災害実績なども踏まえ総合的に避難情報等（警戒レベル）の発表判断をすることか
ら、警戒レベルと警戒レベル相当情報が出るタイミングや対象地域は必ずしも一致しません。

避難指示等が発表されたら速やかに避難行動をとる必要があります
が、突発的な災害では、発表が間に合わないこともあります。
避難指示等が発表されていなくても、警戒レベルに相当する気象情報
を認識し、危険を感じたら早めに避難行動をとってください。
大切なことは「自分で判断する」ということです。

警戒レベル5はすでに災害が発生・切迫している状況です。
また、必ず発表されるものではありません。

危険な場所にいる人は
警戒レベル3高齢者等避難や
警戒レベル4避難指示で、
地域の皆さんで声をかけあって、
安全・確実に避難しましょう。

＜ 警戒レベル４までに必ず避難 ! ＞

　警戒レベルは、水害や土砂災害に備えて住民がとるべき行動をお知らせするために５段階にレベル分けしたものです。
※警戒レベル5は必ずしも発表される情報ではありません。

警戒レベルについて

警戒レベルを用いた避難情報
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（ページ内の図表は内閣府・気象庁ホームページより抜粋、編集）

※使用している携帯電話・アプリケーションによっては二次元バーコードの読み取りができない場合があります。

紫：崖・渓流の近くは危険 紫：低地は危険 紫：河川沿いは危険
災害切迫　【警戒レベル5相当】
危険　　　【警戒レベル４相当】
警戒　　　【警戒レベル3相当】
注意　　　【警戒レベル2相当】
今後の情報等に留意

危
険
度

低

高 災害切迫　【警戒レベル5相当】
危険
警戒
注意
今後の情報等に留意

危
険
度

低

高 災害切迫　【警戒レベル5相当】
危険　　　【警戒レベル４相当】
警戒　　　【警戒レベル3相当】
注意　　　【警戒レベル2相当】
今後の情報等に留意

危
険
度

低

高

土砂キキクル 大雨警報（土砂災害）の危険度分布 浸水キキクル 大雨警報（浸水害）の危険度分布 洪水キキクル 洪水警報の危険度分布

警報の発表基準をはるかに超える大雨や大津波等が予想され、重大な災害の起こるおそ
れが著しく高まっている場合、気象庁は「特別警報」を発表し最大級の警戒を呼びかけます。

高いところで３メートルを超える津波が予想される場合（大津波警報を特別警報に位置づける）

居住地域に重大な被害を及ぼす噴火が予想される場合
（噴火警報（噴火警戒レベル４以上）及び噴火警報（居住地域）を特別警報に位置づける)

震度６弱以上の大きさの地震動が予想される場合
（緊急地震速報（震度６弱以上）を特別警報に位置づける）

基準

津波

火山噴火

地震（地震動）

現象の種類

地震警報などを特別警報に位置づけます
表中の“数十年に一度”の現象に相当する降水量等の客観的な指標は気象庁ホームページで公表しています。

数十年に一度の降雪量となる大雪が予想される場合

数十年に一度の強度の台風と同程度の温帯低気圧により雪を伴う暴風が吹くと予想される場合

高波になると予想される場合

高潮になると予想される場合

暴風が吹くと予想される場合

数十年に一度の強度の台風や同程度の温帯低気圧により

台風や集中豪雨により数十年に一度の降雨量となる大雨が予想される場合

基準

大雪

暴風雪

波浪

高潮

暴風

大雨

現象の種類

特別警報の発表基準

どこで土砂災害や浸水害、洪水災害の危険度が高まっているかを知ることができる、
命を守るための情報です。

●尋常でない大雨などが予想されています。
●重大な災害が起こる可能性が非常に高まっています。
●ただちに身を守るために最善を尽くしてください。

特別警報が発表されたら

特別警報について

キキクル（危険度分布）

防災気象情報



3

●　ヘルメット、帽子等をかぶる。
●　非常持ち出し袋はリュックサックに入れて背負う。
　　（両手が使えるように）
●　長袖・長ズボンを着用する。
●　軍手や手袋をはめる。
●　靴は底の厚い、履き慣れたものを着用する。
　　※洪水でも長靴は絶対に履かない。

●　絶対に日没前に避難を完了させる。
●　道路が冠水する前に必ず避難する。
●　自宅を離れる前にもう一度火元を確認する。
●　ガスの元栓を閉め、電気のブレーカーを落とす。
●　持ち出す荷物は最小限にする。
●　近所の人に声をかけ、複数人で行動する。
●　狭い道やブロック塀、自動販売機のそば、川べり、ガラスや看板   
      の多い場所を避けて移動する。
●　子ども、障がい者、高齢者、妊産婦など避難行動要支援者は早 
      めに避難しましょう。

上記は一般的な避難留意点です。各災害に応じた留意点も、個別ページでご確認ください。

警戒レベル3高齢者等避難や警戒レベル4避難指示が出たら、危険な場所から避難しましょう。

「自らの命は自らが守る」意識を持ち、自宅の災害リスクと、とるべき行動を確認しましょう。
●あなたがとるべき避難行動は？

はい
例外

はい

はい

はいいいえ いいえ

いいえ

いいえ

※1 　防災マップは浸水や土砂災害が発生するお
それの高い区域を着色した地図です。着色さ
れていないところでも災害が起こる可能性が
あります。

避難とは難を避けることです。安全な場所にいる人は、避難場所に行く必要はありません。

避難先は役場・地区公民館だけではありません。
安全な親戚・知人宅やホテル・旅館に避難することも考えてみましょう。

（ページ内の図表は内閣府ホームページより抜粋、編集）

避難行動判定フロー

自宅の外へ避難する際の留意点

避難行動ガイド
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不安定な屋根のアンテナや、屋根
瓦は補強しておく。

屋根
Check Point

ボンベを鎖で固定しておく。
プロパンガス

Check Point

土中にしっかりとした基礎部分がないも
の、鉄筋が入っていないものは危険なので
補強する。
ひび割れや鉄筋のさびも修理する。

ブロック塀・門柱
Check Point

植木鉢などの整理整頓を。
落ちる危険がある場所には何も置かない。

ベランダ
Check Point

飛散防止フィルムをはる。
窓ガラス

Check Point

家具と壁や柱の間に遊びがあると倒れやすい。家具の下に
小さな板などを差し込んで、壁や柱によりかかるように固定
する。また、金具や固定器具を使って転倒防止策を万全に。

家具の転倒を防ぐ。Check Point

部屋がいくつもある場合は、人の出入りが少ない部屋に家
具をまとめて置く。無理な場合は、少しでも安全なスペースが
できるよう配置換えする。

Check Point
家の中に逃げ場としての
安全な空間をつくる。

玄関などの出入口までの通路に、家具など
倒れやすいものを置かない。また、玄関にい
ろいろものを置くと、いざというときに、出
入口をふさいでしまうことも。

Check Point

安全に避難するため、 
出入口や通路にものを置かない。

ブレーカーの位置を知り、スマートフォンのライトや懐中電灯を活
用できるよう準備しておく。

Check Point
急な停電時の対応策を
知っておく。

就寝中に地震に襲われると危険。子
どもやお年寄り、病人などは逃げ遅れ
る可能性がある。

Check Point
寝室、子どもやお年寄りのいる
部屋には家具を置かない。

突然の災害に備えて、今、自分たちでできることを見回してみましょう。 日頃から対策ができているか、　　　
　 チェックしましょう。

家の中の安全対策

家の周囲の安全対策

防災対策&チェック



5

10000
10000

壱万円
10000

10000

壱万円
10000 10000
壱万円

BANK

水

クラッカー

ん
ぱ
ん
か

いわ
し甘露煮

ポテトサラダ

GAS
GAS

水水
Choc

olate

お米
糖
砂

カップ
ラーメン
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ラーメン
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備蓄

消費買い足し

いざというときすぐに持ち出せるように、日ごろから準備・点検しておきましょう。
事前に準備出来ているか、チェック　 しましょう。

□
□
ラジオ
電池（多めに用意）

□

□

飲料水としてペットボトルや
缶入りのミネラルウォーター
（1人1日3リットルを目安に）
貯水した防災タンクなど

□
□
□
□

お米（レトルト・アルファ米も便利）
缶詰・レトル卜食品
梅干し・調味料など
ドライフーズ・チョコレート・アメ（菓子類など）

□
□
□

卓上コンロ
ガスボンベ
固形燃料

□
□
□
□

生活用水（風呂・洗濯機などに貯水）
毛布・寝袋・洗面用具・ドライシャンプーなど
調理器具（なべ・やかんなど）
バケツ・各種アウトドア用品など

火を通さないで食べられるもの、食器など

□
□
□
□
□
□

非常用食品
紙皿
缶切り
缶詰
紙コップ
ミネラルウォーター

□
□
□
□
□

□

衣類（下着・上着など）
生理用品
離乳食
ウェットティッシュ
ラップフィルム
（止血や食器にかぶせて使う）
防災マップ（本書）

□
□
□
□
□
□
□
□

タオル
乳幼児製品
カッパ
ライター
携帯電話・充電器
マスク
体温計
アルコール消毒液

□
□
スリッパ
手洗い石鹸

□
□
□
□

常備薬
鎮痛剤
傷薬
包帯

□
□
□
□
□
□

現金
預金通帳
印鑑
免許証
マイナンバーカード
健康保険証

□

□

懐中電灯
（できれば一人にひとつ）
電池（多めに用意）

災害復旧までの数日間（最低7日）を生活できるようにチェック□しましょう。

普段から少し多めに食材、加工品を買っておき、日常で使った分だけ新し
く買い足していくことで、常に一定量の食材を家に備蓄しておく方法を
“ローリングストック”と言います。
日常の食事で消費しながら備蓄するのがポイントです。
備蓄品の鮮度を保ち、いざというときにも日常の食事に近い食生活を送る
ことができます。

非常時持ち出し品（例）

非常時用備蓄品（例）

携帯ラジオ

飲料水 非常食品

燃料 その他

非常食品等 その他

救急医療品 貴重品 懐中電灯

ローリングストックとは、使いながら備蓄する事

非常時持ち出し品の準備&チェック
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命
の
危
険

直
ち
に
安
全
確
保

時間

警戒
レベル

避難
情報等

3日前 1～2日前 5時間前 3時間前 0時間半日前

早期注意情報 大雨・洪水注意報 高齢者等避難 避難指示 緊急安全確保

警報等 警戒レベル1相当 警戒レベル2相当 警戒レベル3相当 警戒レベル4相当 警戒レベル5相当

状況 今後気象状況
悪化のおそれ 気象状況悪化 災害のおそれあり 災害のおそれ高い 災害発生 又は切迫

大雨・
土砂災害 ー ー 大雨警報 土砂災害

警戒情報 大雨特別警報

河川
の氾濫

住民が
とるべき
行動

わが家の
行動

記入例

ー 氾濫注意情報 氾濫警戒情報
洪水警報 氾濫発生情報

1 2 3 4 5

氾濫危険情報 

危険な場所から
全員避難

危険な場所から
高齢者等は避難

自らの
避難行動を確認

災害への
心構えを高める
〇テレビやインターネット
等で気象情報等を確認
〇防災マップで避難所・避
難手段を確認
〇家族全員の今後の予定
を確認
〇防災グッズの確認、不足
があれば買い出し
〇１週間分の薬を病院に受
け取りに行く
〇家の周りに風で飛ばされ
そうなものがないか確認

〇防災マップで避難所・
避難手段の再確認
〇万一に備え、親戚・知
人へ避難の受入れの相
談
〇携帯電話の充電
〇テレビ (ｄボタン）やイン
ターネットで気象情報・
通行止め情報を確認
〇気象庁のホームページ
で「キキクル」を調べる

〇移動に時間のかかる人
は町内の指定避難所等
への避難を開始
〇テレビ (ｄボタン）やイン
ターネットで気象情報・
通行止め情報を再確認
〇気象庁のホームページ
で「キキクル」を確認

〇町内の指定避難所への
避難を完了
〇自宅が安全な人は自宅
に留まる

・家族内で予め備蓄品を購入
・非常持ち出し品のチェック
・家族全員の集合場所を決め
安全な避難ルートを策定
・車にガソリンを入れておく

・災害情報を把握し避難を
行うかの判断
・風水害に備え家の施錠や
窓に養生テープを貼る
・自家用車等の対策

・避難を開始
・安全なルートで避難所等に
移動

・自分の状況を家族や親戚
等に連絡

・避難所内では持ってきた
食料品で過ごす
・避難が完了した場合は家
族に連絡する

警
戒
レ
ベ
ル
４
ま
で
に
必
ず
避
難

マイタイムライン
　マイ・タイムラインとは、災害が発生した際に、「いつ」「何をするのか」を整理した個人の防災計画です。
台風の接近などによって河川の水位が上昇した場合などに、住民一人ひとりがとる防災行動を時系列に整
理し、あらかじめ取りまとめておくことで、急な判断が迫られる災害時に、自分自身の行動のチェックリスト、
また判断のサポートツールとして役立てることができます。
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川の水位が急に下がる

チョロチョロ

急に水が濁る
流木が混じる

小石が落ちる

木が倒れる

ひびわれが入る

頭部のひびわれ

わき水の量
が増える

ひびわれが
大きくなる

小石が
バラバラ落ちる

わき水が止まる
（あるいは噴きだす）

根の切れる
音がする

木が傾いたり
倒れる

がけ崩れ発生

メキメキ バリバ
リザワザワ

池が濁る

斜面にひびわれ
ひびわれ・段差ができる

川が濁る

家が傾く
水が噴出する

木の騒ぐ音・
裂ける音がする

道路などに
ひびわれ

道路などに
ひびわれ

地滑り発生

メキ
メキバリバ

リ

ゴー！

ドーン！

・異常な山鳴り  ・地鳴りがする
・山の樹木がザワザワと騒ぐ
・山の裂ける音がする
・腐った土のにおいがする
・流木が混じる

土石流発生

土砂災害は突発性が高く、甚大な被害をもたらします。
上記の前兆現象は、経験則として土砂災害発生の前に感じられるも
のとして知られていますが、特に警戒区域内においては避難の猶予が
ほとんどないものと考え、「様子がおかしい」と感じたら、ただちに避難
行動をとってください。

土砂災害防止法に基づき、都道府県は調査を実施し、土砂災害のおそれ
のある区域を以下の通り指定しています。

土砂災害警戒区域内、ま
た指定が無くとも「谷の出口」
や「がけの下」からは、いち早
く退避する。

指定避難所までの移動が困難な際は、近隣
の堅牢な建物の高層階へ避難する。

※上記は一般的な前兆現象です。すべての場合において必ず起きるというものではありません。ふだんと違い、少しでも身に危険を感じたら避難するようにしましょう。

斜面の一部あるいは全部が、地下水の影響と重力によってゆっくりと斜面下方に移動する現象
のことをいいます。一般的に移動土塊量が大きいため、甚大な被害を及ぼします。

山腹・谷底の石や土砂が長雨や集中豪雨などによって一気に下流へと押し流されることをいい
ます。その流れの速さは規模によって異なりますが、時速２０～４０㎞という速度で一瞬のうちに人家
や畑などを壊滅させてしまいます。

地面にしみ込んだ水分が土の抵抗力を弱め、雨や地震などの影響によって急激に斜面が崩れ落
ちることをいいます。がけ崩れは突然起きるため、人家の近くで起きると逃げ遅れる人も多く、被害
者の割合も高くなっています。

外出にも危険が伴
う状況で、やむなく
自宅に留まる場合
は、２階以上の出来
るだけ山側から離れ
た部屋に移動する。

土砂災害　特別警戒区域
(レッドゾーン)

　建築物に破損が生じ、
住民に著しい危害が生じ
るおそれがある区域

土砂災害　警戒区域
(イエローゾーン)

土砂災害のおそれがある
区域

土砂災害の種類

避難行動のポイント 土砂災害の警戒区域

地すべり

土石流

がけ崩れ

土砂災害
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◆　ラジオやテレビなどの気象情報に注意する。
◆　早く帰宅し、家族と連絡を取り、非常時に備える。
◆　非常時持ち出し品を準備しておく。
◆　危険な地域では、いつでも避難できるよう準備する。
◆　停電に備え、懐中電灯や携帯ラジオを用意する。
◆　浸水に備え、家財道具は高い場所へ移動する。

　県内で数年に一度しか発生しないような猛烈な短時間の大雨を
観測または解析したときに、府県気象情報の一種として発表されます。

（発表基準：鹿児島県は120mm/1時間雨量）

（平均風速：ｍ/秒）
日本には、毎年多数の台風が接近あるいは上陸し、たびたび大きな被害をもたらしています。
台風の接近が予測される際は、台風情報に十分注意し、被害のないように備えることが必要です。

大きさ 風速15ｍ/秒 以上の半径 最大風速

大型（大きい）

超大型(非常に大きい)

500㎞以上～800㎞未満

800㎞以上

33m/秒 以上～44m/秒未満
44m/秒 以上～54m/秒未満
54m/秒 以上

強さ

非常に強い
強い

猛烈な

（平均風速：ｍ/秒）

（1時間雨量：ｍｍ）

　大雨や台風はわたしたちに何度も大きな災害をもたらしています。ふだんから気象情報に十分注意し、避難
の際もみんなで協力しましょう。

やや強い雨 強い雨 激しい雨 非常に激しい雨 猛烈な雨

　地面一面に水たまり
ができ、話し声が聞き取
りにくくなります。長雨に
なりそうなら注意が必要
です。

　土砂降りの雨。傘をさ
していても濡れてしまう
ほどの雨です。小河川な
ら氾濫、また、がけ崩れ
の心配もあります。

　がけ崩れが起こりや
すくなり危険地帯では避
難の準備が必要です。道
路規制が行われること
があります。

　滝のように降り、あたり
が水しぶきで白っぽくなり、
傘は全く役に立たなくなり
ます。土石流が起こりやす
くなり、多くの災害が発生
する可能性があります。

　息苦しくなるような圧
迫感があります。大雨に
よる大規模な災害が発
生するおそれが強く、厳
重な警戒が必要です。

10mm以上～20mm未満 20mm以上～30mm未満 30mm以上～50mm未満 50mm以上～80mm未満 80mm以上～

やや強い風 強い風 非常に強い風 猛烈な風

　風に向かって歩きにく
くなる。傘がさせない。

　風に向かって歩けなくな
り、転倒する人も出る。高
所での作業はきわめて危険。

　何かにつかまっていないと立っていら
れない。飛来物によって負傷するおそれ
がある。

屋外での行動は極めて危険。

10m/秒以上～15m/秒未満 15m/秒以上～20m/秒未満 20m/秒以上～25m/秒未満 25m/秒以上～30m/秒未満 30m/秒以上～

集中豪雨は、限られた地域に、突発的に短時間に集中して降る豪雨で、梅雨の終わりごろによく発生します。
発生の予測は難しく、中小河川の氾濫、がけ崩れ、土石流などによる大きな被害をもたらすことがありますので、
気象情報に十分注意し、万全の対策をとることが必要です。

大雨注意報・警報・特別警報の発表基準

特別警報は大規模な災害の発生が切迫していることをお知らせする警報です。

大雨注意報 大雨警報 大雨特別警報
台風や集中豪雨により数十年に一度の
降雨量となる大雨が予想され、若しくは、
数十年に一度の強度の台風や同程度の
温帯低気圧により大雨になると

予想される場合。

大雨による土砂災害や浸水害が
発生するおそれがあると
予想される場合。

大雨による重大な土砂災害や
浸水害が発生するおそれがあると

予想される場合。

●尋常でない大雨などが予想されています。
●重大な災害が起こる可能性が非常に高まっています。
●ただちに身を守るために最善を尽くしてください。

特別警報が発表されたら

大雨情報をキャッチ！ こんな時のわが家の安全対策

風の強さと吹き方

集中豪雨

台　風

風水害・台風
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鹿児島県河川砂防情報システム

鹿児島県では、県内に設置してある雨量計、水位計の観測データをリアルタイムでご覧いただくことができるWEBサイ
トを公開しています。

雨量の増加によってもたらされる氾濫には、川から水があふれたり堤防が決壊して起こる「外水氾濫」と、
街中の排水が間に合わず、地下水路などからあふれ出す「内水氾濫」の2タイプがあります。

大雨の水が
川に集まり、川
の水かさが増
し堤防を超え

る、あるいは堤防を決壊させ
て川の水が外にあふれてお
きる洪水。
氾濫が起きると一気に水

かさが増すため、最大の注意
が必要。

その場所に
降った 雨 水
や、周りから
流れ込んでき

た水がはけきれず溜まって起
きる洪水。
的確なタイミングで警報

や避難指示を出すのが難し
いため、注意が必要。

http://www3.doboku-bousai.pref.kagoshima.jp/bousai/jsp/index.jsp 

氾濫水は勢いが強く、大人の膝程度の
深さで歩行が困難となる。浸水してから
自宅外への避難は危険。
気象予報や河川洪水予報などの情報

をもとに、身の危険を感じたら自主的に
避難を開始する。

周囲の状況が危険で避難場所まで移
動できない場合は、自宅や近隣の頑丈な
建物のできるだけ高い階に避難する。
移動途中であっても、危険を感じた場
合は、近隣の建物のできるだけ高い階に
退避する。

裸足、長靴は厳禁。
水中で脱げづらい紐靴などが適して

いる。また、氾濫水は濁っているため、水
面下が確認できない。長い棒などを杖替
わりとし、側溝やマンホール、障害物に
注意する。

降雨が続き不安に思っても、川や用水
路、田畑の用水は見に行かない。やむを
得ない場合は複数人で行動する。河川の
様子の確認は、自治体などのライブカメ
ラ情報を活用する。また、避難の途中も増
水した川の近くを通るのは避ける。

地下にいる場合、地上の様子が把
握しづらく、避難経路が限定される。
また、地上が冠水すると、一気に水が
流れ込んでくる場合もある。停電の可
能性も高く、脱出が困難となる。

道路や線路の下をくぐるアンダーパス
や地下道は、洪水の際、真っ先に浸水す
る。場所を把握し、迂回路を想定してお
く。

（ページ内の図表は気象庁ホームページより抜粋、編集）

氾濫の種類

避難行動のポイント、危険な場所

河川の危険水位について

洪水・浸水害
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警報器

住宅内取付位置図

煙があぶない！

消防法の改正により、住宅用火災警報器の設置が義務付けられました。
命を守るために設置しましょう。

火災警報器の設置場所
●寝室および「寝室に行く階段」の天井への設置が必要です。
●台所への設置もおすすめします。

●｢火事だ」と大声を出し、声が出なければやかんな
どを叩き、隣近所に異変を知らせる。
●小さな火でも119番に通報する。当事者は消火に
当たり、近くの人に通報を頼む。

●出火から３分以内が消火できる限度。
●水や消火器だけでなく、座布団で火を叩く、毛布で
覆うなど手近なものを活用する。

● 天井に火が燃え移った場合は、速やかに避難する。
● 避難するときは、燃えている部屋の窓やドアを閉めて空気を絶つ。
● 濡らしたタオルやハンカチなどで口と鼻を覆う。
● できるだけ姿勢を低く、身をかがめて避難する。

1

2

3

水をかけるのは厳禁。消火器がなければ濡
らした大きめのタオルやシーツを手前から
かけ、空気を遮断して消火を。

着衣に火がついたら転げまわって消すのも
方法。髪の毛の場合なら衣類（化繊は避け
る）やタオルなどを頭からかぶる。

カーテンやふすまなどに火が燃え広がった
ら、もう余裕はない。引きちぎり蹴り倒して
火元を天井から遠ざけ、その上で消火を。

消火器は直接火元に向けて噴射する。石油
ストーブの場合は粉末消火器で。消火器が
ない場合は、水にぬらした毛布などを手前か
らすべらせるようにかぶせ、空気を遮断する。

いきなり水をかけると感電の危険が。まず
コードをコンセントから抜いて（できれば
ブレーカーも切る）消火を。

油なべ

ストーブ

衣類電気製品

カーテン・ふすま

119番通報では、次のような内容を
落ち着いて正確に答えましょう。
①火災が発生していること
②出火場所の住所はどこか。
　目印になる建物・施設なども
③何が燃えていて、火災の規模はどの程度なのか
④けが人や逃げ遅れた人はいるか
⑤通報者の名前と電話番号

  ☎ 0994-43-0119

覚えておこう！「119」のかけ方

安全ピンに指をかけ
上に引き抜く。

ホースをはずして
火元に向ける。

レバーを強く握って
噴射する。

●風上に回り風上から消す。
　炎には真正面に向き合わない。
●やや腰を落として姿勢をなるべく低く。
　熱や煙を避けるように構える。
●燃え上がる炎や煙にまどわされずに燃えているもの
にノズルを向け、火の根元を掃くように左右に振る。

火災予防が一番!!  -  住宅用火災警報器の設置義務化 -

住宅用火災警報器は、
設置して約10年が交換の目安です！

火災の問い合わせは
テレガイドへ

1 人で消せるだろうと考えず、隣近所に火事を知らせ、すみやかに 119 番通報を。
初期消火で火事を消せなかったら、すばやく避難しましょう。

初期消火の3原則

消火器の使い方

早く知らせる

早く消火する

♦初期消火のコツ

早く逃げる

♦粉末・強化液消火器の場合 ♦消火器のかまえ方

火   災
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地震だ！　まず身の安全
大きな揺れを感じたり、緊急地震速報を受けたら、姿勢を低くし、頭を守り、揺れが

おさまるまで待ちましょう。

大揺れがおさまった
台所やストーブなど火の始末をしましょう。避難の時は、電気のブレーカーを下ろ

し、ガスの元栓を閉めましょう。

火の始末のあと
家族の身の安全を確認、確保し、災害情報、避難情報を入手しましょう。また、避難可
能な出口も確保しましょう。

外に出たあと
家の家具の下敷きになった人の救出や、消火活動を隣近所で協力して行いましょう。

避難後、数日間
地震発生後の数日間は、水、食料に加え、電気などの供給が途絶えます。この間、日
頃から、生活必需品(非常用品)を準備し、自分でしのげるようにしておきましょう。

●　その場に立ち止まら
ず、窓ガラス、看板などの
落下物から頭をカバンな
どで保護して、空き地や
公園などの安全な場所
に避難する。
●　近くに空き地などがないときは、周囲の状況を
冷静に判断して、建物から離れた安全性の高い場
所へ移動する。
●　ブロック塀や自動販売機などには近づかない。
●　倒れそうな電柱や垂れ下がった電線に注意する。

●　ハンドルをしっ
かりと握り、徐々
にスピードを落と
し、緊急車両等の
通行スペースを確
保し、道路の左側
に止め、エンジンを切る。
●　揺れがおさまるまで冷静に周囲の状況
を確認して、カーラジオで情報を収集する。
●　避難が必要な時は、キーはつけたまま、
ドアロックもしない。車検証などの貴重品
を忘れずに持ち出し、徒歩で避難する。

●　高台へ避難し津波情報をよく
聞く。注意報・警報が解除される
までは海岸に近づかない。

●　つり革や手すりに両手でしっか
りつかまる。
●　途中で止まっても、非常コック
を開けて勝手に車外に出たり、窓
から飛び降りたりしない。
●　乗務員の指示に従って落ち着
いた行動をとる。

●　揺れを感じたら、身の安全を確保し、
すばやく屋外の安全な場所へ避難す
る。
●　揺れがおさまったら火の確認はすみ
やかに（コンセントやガスの元栓の処
置も忘れずに)。
●　乳幼児や病人、高齢者など要支援者
の安全を確保する。
●　裸足で歩き回らない(ガラスの破片
などでケガをする)。

●　カバンなどで頭を保護し、ショーウィン
ドウや商品などから離れる。柱や壁ぎわに
身を寄せ、係員の指示を聞き、落ち着いた
行動をとる。

●　ドアや窓を開けて避難口を確保する。
●　避難にエレベーターは絶対に使わない。
炎と煙に巻き込まれないように階段を
使って避難する。

●　カバンなどで頭を保護し、座席の間に身
を隠し、係員の指示を聞く。あわてずに冷
静な行動をとる。

半日～3日

10分～半日

５～10分

２～５分

屋内にいた場合

屋外にいた場合

地震発生時の時間経過別行動マニュアル

地　震
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より高い場所へ、より海から
遠い場所へ速やかに避難しま
しょう。

高い場所へ速やかに避難する

車では渋滞や危険を招く可能性があるため、なるべく
徒歩で避難しましょう。
※避難対象者の年齢や健康状態によっては、安全を確
　　保した上での車両による避難も考慮しましょう。

なるべく徒歩で避難する

防災行政無線やテレビ、ラジオ
などから正しい情報を入手しま
しょう。

正しい情報を入手する

河川や海岸には近づかない

避難指示が発表されたら
ただちに指示に従い、安全
で高い場所に速やかに避難
しましょう。

避難指示に従う

予想される津波の高さ
とるべき行動

数値での発表
（発表基準）

巨大地震の
場合の表現

巨大

高い

（表記しない）

津波警報

津波注意報

大津波警報

ここなら安心と思わず、
より高い場所を目指して避難しましょう！

10ｍ超(10m＜高さ）

10ｍ(5m＜高さ≦10m)

5ｍ(3m＜高さ≦5m)

3ｍ(1m＜高さ≦3m)

1ｍ(20cm≦高さ≦1m)

想定される被害

巨大な津波が襲い、木造家
屋が全壊・流失し、人は津波
による流れに巻き込まれる。

標高の低いところでは津波
が襲い、浸水被害が発生す
る。人は津波による流れに巻
き込まれる。

海の中では人は速い流れに
巻き込まれる。養殖いかだが
流失し小型舶が転覆する。　

海の中にいる人は、ただちに海から上がって、
海岸から離れてください。津波注意報が解除され
るまで海に入ったり海岸に近付いたりしないでく
ださい。河川にも近付いたりしないでください。

津波から命を守るためには、「強い揺れ、弱くてもゆっくりとした長い揺れを感じ
たら」、「揺れが無くても津波警報を見聞きしたら」・・・すぐに避難！！

津波による災害の発生が予想される場合には、地震発生後、約３分で大津波警報、津波警報または津波注意報を発表
します。
その後「予想される津波の高さ」、「津波の到達予想時刻」等の情報を発表します。

地震の発生や、警報・注意
報が発表された場合、海岸や
河川は危険ですので、釣りや
海水浴を行っている方は、速
やかに海岸から離れ、高い場
所へ避難しましょう。

沿岸部や川沿いにいる人は、ただちに高台や避
難ビルなど安全な場所へ避難してください。津波
は繰り返し襲ってくるので、津波警報が解除され
るまで安全な場所から離れないでください。

津波警報・注意報

津波警報・注意報の分類ととるべき行動

避難時の心得

津　波
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南海トラフ地震臨時情報（巨大地震警戒）が発表された場合は、日頃からの地震への備えの再確認に加え、地震が発生したらす
ぐに避難できる準備をする必要があります。地震発生後の避難では間に合わない可能性のある住民は１週間の事前避難を行う必要
があります。
  南海トラフ地震臨時情報（巨大地震注意）が発表された場合は、事前の避難は伴いませんが、日頃からの地震への備えの再確
認に加え、地震が発生したらすぐに避難できる準備をしましょう。
  南海トラフ地震臨時情報（調査終了）が発表された場合は、地震の発生に注意しながら通常の生活を行いましょう。ただし、
大規模地震発生の可能性がなくなったわけではないことに留意しておきましょう。

発
表
条
件

南海トラフ地震
臨時情報

■南海トラフ沿いで異常な現象が観測され、その現象が南海トラフ沿いの大規模な地震と関連する
かどうか調査を開始した場合、または調査を継続している場合
■観測された異常な現象の調査結果を発表する場合

■南海トラフ地震の想定震源域内のプレート境界においてM7.0以上、M8.0未満の地震が発生したと評価した場合
■想定震源域のプレート境界以外や、想定震源域の海溝軸外側50km程度までの範囲でM7.0以上の地震が
発生したと評価した場合
■ひずみ計等で有意な変化として捉えられる、短い期間にプレート境界の固着状態が明らかに変化しているよう
な通常とは異なるゆっくりすべりが観測された場合

■南海トラフ沿いの想定震源域内のプレート境界においてM8.0以上の地震が発生したと評価した場合

■巨大地震警戒、巨大地震注意のいずれにも当てはまらない現象と評価した場合

■観測された異常な現象が南海トラフ沿いの大規模な地震と関連するかどうか調査を開始した場合、
   または調査を継続している場合

キ
ー
ワ
ー
ド

つねに家族の
所在場所を把握

要配慮者を考慮し、
事前避難を実施 寝る時は枕元に

はきなれた靴を置いておく

通勤

散歩

通勤

巨大地震警戒

巨大地震注意

調査終了

地震発生から
最短 2 時間後

南海トラフ地震臨時情報
( 巨大地震警戒 )

南海トラフ地震臨時情報
( 巨大地震注意 )

南海トラフ地震臨時情報
( 調査終了 )

・大規模地震発生の可能性がなくなっ
たわけではないことに留意しつつ、
地震の発生に注意しながら通常の
生活を行う。

・日頃からの地震への備えの再
確認に加え、地震が発生したらす
ぐに避難するための準備

・大規模地震発生の可能性がなくなっ
たわけではないことに留意しつつ、
地震の発生に注意しながら通常の
生活を行う。

（最短）
2時間程度

1週間（※）

2週間

・日頃からの地震への備え　
の再確認に加え、地震が発生した
らすぐに避難するための準備

・地震発生後の避難では間に合わな
い可能性のある住民は事前避難

・日頃からの地震への備え　
の再確認に加え、地震が発生した
らすぐに避難するための準備

・大規模地震発生の可能性がなくなっ
たわけではないことに留意しつつ、
地震の発生に注意しながら通常の
生活を行う。

※通常とは異なるゆっくりすべりが観測された場合は、すべりの変化が収まってから変化していた期間と概ね同程度の期間が通過したときまで

（ページ内の文章・図表は内閣府ホームページより抜粋、編集）

「南海トラフ地震臨時情報」は、南海トラフ沿いで異常な現象を観測された場合や地震発生の可能性が相対的に高まって
いると評価された場合等に、気象庁から発表される情報です。情報名の後にキーワードが付記され「南海トラフ地震臨時情報
（調査中）」等の形で情報発表されます。
気象庁において、マグニチュード6.8以上の地震等の異常な現象を観測した後、5～30分後に南海トラフ地震臨時情報（調

査中）が発表されます。その後、「南海トラフ沿いの地震に関する評価検討会」の臨時会合における調査結果を受けて、該当す
るキーワードを付した臨時情報が発表されます。
政府や自治体から、キーワードに応じた防災対応が呼びかけられますので、呼びかけの内容に応じた防災対応をとってください。

通学

通学

非常用袋や
ヘルメットを玄関に

南海トラフ地震臨時情報が発表されたら何をすればいいの？

南海トラフ臨時情報について

調査中
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指定避難所

指定緊急避難場所
対応災害種別

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

旧有明小学校体育館

波野中学校体育館

新富地区公民館

町コミュニティセンター

前田地区公民館

宮富地区公民館

内之浦総合支所

岸良出張所

船間地区研修センター

南方地区避難タワー

肝付町波見1998

肝付町波見1065

肝付町新富4048-1

肝付町新富98

肝付町前田3984-1

肝付町宮下1634

肝付町南方2643

肝付町岸良482-1

肝付町岸良1268-1

肝付町南方258-1

洪水／
内水氾濫 

崖崩れ・
地滑り 土石流 津波／高潮 地震

対応災害種別凡例

災害等の連絡は 肝付町役場（総務課）0994-65-2511（代表)

住　　所No. 施設・場所名

No.
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

施設・場所名
旧有明小学校体育館

波野中学校体育館

新富地区公民館

高山やぶさめ館

肝付町福祉会館

町コミュニティセンター

町民集会所(いこいの家)

前田地区公民館

宮富地区公民館

富山地区集落センター

国見中学校体育館

旧川上小学校

内之浦総合支所

上北地区研修センター

岸良出張所

船間地区研修センター

旧大浦小中学校

肝付町波見1998

肝付町波見1065

肝付町新富4048-1

肝付町新富5590-35

肝付町新富5589-8

肝付町新富98

肝付町前田3690

肝付町前田3984-1

肝付町宮下1634

肝付町富山1317

肝付町後田1857

肝付町後田6329

肝付町南方2643

肝付町北方925-1

肝付町岸良482-1

肝付町岸良1268-1

肝付町岸良1474-1

有明地区

波野地区

波野・新富

波野・新富

波野・新富

新富地区

前田地区

前田地区

宮下地区

富山地区

後田地区

川上地区

北方・南方

北方・南方

岸良地区

船間・辺塚

大浦地区

体育館

体育館

公民館

集会施設

公共施設

集会施設

集会施設

公民館

公民館

集会施設

体育館

校舎

庁舎

集会施設

集会施設

集会施設

集会施設

住　　所 避難地域 施設等の状況 対応災害種別

指定避難所・指定緊急避難場所一覧



名　前 連絡先 施設名 連絡先

災害発生時や避難等が必要となった場合に、気象庁や県、町が配信元となり、該当地域にいらっしゃる方に対して、避
難情報や国民保護などに関する情報をメールでお届けします。
●　配信する情報は、避難指示など、緊急かつ重要な情報です。
●　携帯電話を利用する人の費用負担や事前のメールアドレス登録は必要ありません。

「緊急速報メール及びエリアメール」により、緊急情報を配信します。

災害発生時は、家族や知人と連絡が取れなくなることがあります。事前に話し合い、連絡方法を確認しておきましょう。なお、
電話会社各社では、大規模な災害発生時に災害用伝言ダイヤルなどを利用できます。事前に利用方法を確認しておきましょう。

家族の連絡先 避難所

110 番警察は 119番消防・救急は

災害等の連絡は 肝付町役場（総務課）0994-65 -2511（代表)

緊急時の連絡先緊急時の連絡先

連絡方法の確認連絡方法の確認

緊急速報メール及びエリアメール緊急速報メール及びエリアメール

電気・電話

大隅地域振興局 建設総務課
大隅河川国道事務所 高山出張所

県道・国道・河川

その他公共団体 
肝付町社会福祉協議会

九州電力送配電株式会社　
鹿屋配電事業所

ＮＴＴ西日本

0994-52-2173
0994-65-2415

0994-68-8188

0800-777-9451

0120-444-113

海上保安部

消防　大隅肝属地区消防組合 

警察 

東部消防署
内之浦分署

0994-63-5499
0994-67-2591

志布志海上保安署

0994-65-0110肝付警察署

099-472-4999

防災に関する知識




